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本書の特徴
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　内科を英語であらわすと「medicine（メディスン）」
と書く。また、メディスンには「医学」という意味もある。
医学のうち、最も基本的で重要な部分が「内科」なの
である。全人医療をベースにしながら成人での診断と
治療を幅広く行うことができる診療科が、内科である。
　臨床医学の父とされるウィリアム・オスラーの時代
から、最も尊敬される医師像とは、診断困難なケース
での診断の追求を懸命に行う医師たちであった。
　オスラ一の遺志を引き継ぐ役割を果たすべく登場し
たのが総合内科医である。日本型の総合内科医は入
院診療のみならず、救急外来と集中治療、そして外来
もカバーできる守備範囲の広い医師集団である。これ
を、日本型ホスピタリストと私は呼んでいる。
　近年は超高齢社会の到来によって、老年医学をカ
バーする内科の重要性がますます高くなってきた。さ
らには、インバウンド外国人の急増により医療の現場
での国際化が急速に進んでいることから、これらの国
際人の医療ニーズに対応できる内科医が医療現場でリ
スペクトを受けている。
　そんななか、大変好評のアトラスシリーズの内科版
が登場した。超高齢および国際化の波で複雑化してい
る現代医療のニーズに応えることができるための内科
医にとって貴重なリソースである。このアトラスは、内
科のなかで最も基本的でコアな部分を、写真と図解で
理解し身につけさせるための海図となるだろう。
　内科医や内科・総合診療専門医、初期研修医だけ
でなく、臨床実習に入る前の医学生のみなさんや、メ
ディスンをもう一度勉強したいと考えるベテラン医師の
方々にも本書をぜひ読んでいただきたいと思う。

小林裕幸，徳田安春，渡辺重行

総監訳者序文（要約）

眼、耳、鼻、咽喉、口腔、女性、皮膚、足、
また、終末期医療、虐待や違法薬物の問題まで

網羅。 特に皮膚科領域の記述は圧巻
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ビジュアルに訴える
豊富かつ貴重な
臨床画像


